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 西北教育事務所便り

 №６３

令和７年３月７日

  　

 　 西北の課題「確かな学力」と「豊かな心・健やかな体」の育成に向けて西北の課題「確かな学力」と「豊かな心・健やかな体」の育成に向けて

 　 　 　 　特に推進すべき事項

 　 　 　  １　 確かな学力を身に付ける授業づくり

 　 　 　  ２　 道徳教育や生徒指導等の充実

　 　    ３　 教職員としての資質能力の向上

 

 

 

  　

●通常の学級において特別な支援を必要とする 「確かな学力」  
〇「主体的・対話的で深い学 　児童生徒への対応に苦慮している学校が見受

 　び」の視点での授業改善を 　けられます。

　目指し、児童生徒同士の学 　→〇巡回相談員の活用や継続的な個別の支援

　び合いや協働的な活動を意 　　　により、改善傾向が見られる児童生徒も

 　図的に設定する学校が増え 　　　います。

  　てきています。 【参考となる資料】

「特別な教育的支援を必要とす　→●児童生徒の発言が少なく、教師が一方的に

る児童生徒を理解・支援するた　　　説明する授業や一部の児童生徒の発言だけ

 　　　で進められ、躓きに対して支援が不十分な めに第２集」～青森県教育委員会～

  　　　授業も散見されました。

  【参考となる資料】  「豊かな心・健やかな体」 
〇不登校の未然防止や不登校対応に関係機関と「主体的・対話的で深い学びを実現

　連携しながら、積極的に取り組んでいる学校する授業改善の視点について」 

  ～国立教育政策研究所～ 　が増えてきました。

　→●不登校児童生徒数について、小学校は増 

〇タブレット端末などのＩＣＴ機器やデジタル教 　　　加傾向、中学校は高止まりの状況が続い

 　科書を積極的に活用し、児童生徒の理解の促進 　　　ています。

 　や学習意欲の向上に努めている学校が多くあり

　ました。 ●ＳＮＳ等ネット上でのいじめや問題行動が増 

 　→●ＩＣＴ機器を使うこと自体が目的となり、 　え、事態が深刻化するケースもあります。

 　　　児童生徒の学びの深まりにつながっていな 【参考となる資料】

「各種啓発リーフレット・動画」　　　い授業も見受けられました。 

  【参考となる資料】 ～青森県警察～

  「ＩＣＴを活用した指導方法」

  ～文部科学省～

○児童生徒の体力つくりに積極的に取り組んで 

 「 小・中学校】ＩＣＴ活用指導力【 　いる学校が多いです。

　→●小学校において、働き方改革による児童向上地区研修会資料」 

　　　の在校時間の縮小により、体力つくりの　　　　～青森県総合学校教育センター～

　　　時間が減少してきています。
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 ～学校における働き方改革の推進～
　教職員が心身ともに健康で、ワーク・ライフ・バランスを実現し、公私ともに充実した時間を送

ることで、自身の人間性や創造性を高め、ひいては、教育活動にも良い影響として還元されること

 を目的とし、学校の業務改善をお願いしているところです。

　以下に管内小・中学校の取組について紹介します。

１　業務の効率化

  ・会議資料をデータで共有化し、会議時にＰＣやタブレットで閲覧

  ・アンケート類をオンライン 自動集計フォームを利用して

クラウド型教育プラットフォーム（まなびポケット）を利用してペーパーレス化 ・ 

  　学校・学級通信等を携帯端末等にデータ配布

・学校ポータルサイトを開設し、職員が各種連絡事項を端末で共有　

（職員朝会の縮減にも有効）

  ＡＩドリルの導入 ・タブレット端末を家庭学習にも活用

・自動採点、個人の誤答傾向を蓄積・分析し個別の問題を自動作成

ＰＣ端末による勤怠 ・勤怠ソフト・タイムカードを使用し、勤務状況を自動集計

管理

短縮日課表 ・短縮日課の設定、５時間・４時間授業日の設定等により、放課後の教 

　材研究・教材準備の時間を確保

データの蓄積 ・業務や授業に関するデータを蓄積して共有化

２　業務の軽減化

  通知票の見直し ・２期制

 ・文章所見の縮小

・文章所見は３学期のみ、１、２学期は三者面談で伝達 【中学校】 

学校行事等の縮小 ・学校行事（運動会、卒業式等）の内容の簡略化による練習時間の縮小

家庭学習の軽減 ・ノー宿題デイを金曜日に設定（月３回）

  ・学年担任制の導入【中学校】

  校務分掌の配置 ・合同学習（技能教科・現地学習 ・授業交換【小学校】）

 ・委員会・クラブ活動の複数担当制による業務の分散

・個別支援が必要な生徒への対応を複数で担当、時間割に位置づけ

 勤務について目標値 ・ノー残業デイを週１日設定、月予定表に明記

 を設定 ・金曜日１６：００に職員終会を設定、１６：３０に退勤

 ・年間１０日以上の年次休暇の取得

・２ヶ月続けて４５時間を超える超過勤務をしない

  部活動の見直し ・地域移行、指導員の配置

【中学校】 ・複数顧問制による負担軽減

３　保護者対応

アプリによる連絡 ・家庭からの欠席連絡をアプリですることで、朝の電話対応が不要

ボイスワークの導入 ・外部からの電話対応は7:30～17:00までとし、他の時間帯は地教委に 

　自動転送

  保護者面談 ・原則１回３０分以内、１６：３０までの対応

　（時間が足りない場合は後日対応）

  ＰＴＡ活動の見直し ・専門委員会・部会の縮小とボランティア活動の拡充

・地域の祭りの巡回指導をＰＴＡ活動へ移行

   以上の取組により、教職員の負担感・多忙感が少しずつ解消される傾向が見られてきています。

今後とも児童生徒に対して効果的な教育活動を行うことができるよう、実質的・効果的な業務改　

善の推進をお願いします。
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 　　西北教育事務所主催・主管の二つの事業を

 　紹介します。

 

 　令和６年１０月２５日（金）

 　

秋田県大館市は、平成２３年から、未来創世戦略として、ふるさと　

を担う気概と能力を備えた「未来大館市民」を育成するため 「大館ふ、

るさとキャリア教育」に取り組んできました。今年度は１１月１日・

２日の二日間に渡り「第９回全国小学校キャリア教育研究協議会」の

会場として研究大会が開催されました。その他の取組として、ふるさ

との未来を切り拓く総合的人間力を「おおだて型学力」とし 「主体的、

・対話的で深い学び」に至る授業を実現するため 「共感的・協働的な、

学び合い」をテーマに優れた指導実践を積み重ねているのが大館市の

 教育です。

　その大館市へ、新規採用３年目の１５名の先生方が参加し、扇田小

学校と比内中学校に分かれ視察研修を実施しました。両校とも特色あ

る教育活動が展開されていましたが、特徴的な取組のひとつとして、

比内中学校区小中連携の共通実践事項である「ハンドサインと反応言

葉」の継続的な指導です。小学校で身についた授業態度がそのまま中学校に引き継がれ、さらによ

り良い態度が育成されていきます。扇田小の児童たちから聞かれた「同じです 「いいね!」とい」

う反応言葉が比内中でも聞かれ、９年間を見据えた切れ目のない指導・支援の充実を感じ取ること

ができました。参加者からも「小・中学校同一のスタイルで学習の積み重ねができており、こども

 たちは中学校に進学してもスムーズに学習に入ることができる」という感想が寄せられました。

 

   

   　令和７年１月７日（火）

 

昨年度の本講習会は雪不足の影響から開催が危ぶまれましたが、ある程度の積雪により何とか実　

施することができました。今年度は年末年始の例年にない大雪や大荒れの天候により、実施できる

 かどうか懸念されましたが、当日は天候も落ち着き予定通り講習会を行うことができました。

　今年度は１１名の先生方が参加し、スキー指導におけるポイントや安全面の配慮等について学び

 ました。画像と参加者の感想から事業の様子をお伝えします。

 

 

 

参加者の講習会に対する評価は、全員「満足」１００パーセントでした！

【　事　業　紹　介　】

西北管内教員派遣研修（大館市）

冬季学校体育実技（スキー）講習会

この講習会は少人数 
で参加ができ活動でき
るので、とても良いと
思います。アドバイス
も的確で、今後も続け
てほしいです。

講師の先生方に私　
がしてもらったように、
スキーが苦手な子にも
寄り添ってスキーの楽
しさを伝えていけるよう
にがんばります。

自分の実技に関する　
課題を改めて発見でき
たので、今後は、実
技を指導する際にも意
識して教えていきたい
と思います。

　講師の先生方から指
導員の技を見せてもら
い、しかも教えてもら
い、もったいないくら
い豪華な講習会でした。

 勉強になりました。
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 　多くの皆様にご協力をいただきながら今年度の初任者研修を終えることができました。

　初任者は「示範授業研修 （中泊町立小泊小学校、鰺ヶ沢町立鰺ヶ沢中学校）において、授業参」

観及び協議を通して、授業づくりの基本について知見を広げました。また 「特別活動研修 （つ、 」

がる市立稲垣小学校、つがる市立稲垣中学校）において、よりよい意思決定の方法と教師の役割に

 ついての理解を深めました。

　また 「一般授業研修」では、助言者の指導のもと、授業の学習指導案の作成と実践、振り返り、

を行う中で、児童生徒に身に付けさせたい力を明確にした単元構成や評価方法、授業実践上の様々

 な工夫を学びました。

　最後の「まとめ研修」では、１年間を通しての自己の気付きや学びを振り返り、それを基に２年

目に向けての抱負を発表しました。今年度大きく成長した初任者２３名が各自思い描いた教師像を

 目指して歩んでいくことを心から応援しています。

　初任者配置校及び初任者研修会場校の先生方、指導教員の皆様をはじめ多くの先生方に心から感

謝申し上げます。これからも、新規採用職員や形成期に当たる教員への励ましをよろしくお願いし

ます。

  第７６回優良公民館表彰 令和６年度　生涯スポーツ優良団体表彰
  　 　誰でも気軽に利用できる公民館 　　　　　　（スポーツクラブ以外）

  深浦町公民館 板柳町スポーツ協会
南北に長く広がる深浦町の地域住民のニーズ 昭和３０年設立 「スポーツの町板柳」の中心　 　 、

に応えるため、深浦町公民館の他に大戸瀬分館 的存在として、町民一体となりスポーツ振興に尽

と岩崎分館を備えています。主な事業は、中心 力しています。主催事業開催をはじめ、教育委員

的な役割を担っている深浦町公民館で行われま 会主催の各種スポーツ大会への協力など、町民が

すが、文化祭など特別なイベントがある際に スポーツの楽しさに触れる機会を設け、豊かなス

は、地域の公民館として分館も活動場所にな ポーツライフにつながるきっかけづくりに貢献し

り、地域住民の拠り所になっています。令和５ ています。また、アスリートの育成にも力を入れ

年度の来館者数は約5,100名でした。 ており、全国レベルの選手を輩出しています。

 

 

青森県教育委員会の学校ＤＸ推進によるペーパーレス化、学校現場での検索性の向上や保管スペ　

ースの削減などから、令和７年度から「西北の教育」は紙媒体による制作は行わ

ないこととしました。つきましては 「西北の教育」電子データ版を西北教育事務、

 所トップページ上へ４月１日（火）掲載する予定です。ぜひ御活用ください。

 【西北教育事務所トップページ　ＵＲＬ・二次元コード】

　https://www.pref.aomori.lg.jp/soshiki/kyoiku/e-seihoku/seihoku-top.html

令和６年度　初任者研修を終えて 

令和７年度「西北の教育」ＨＰ掲載について


